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インターバンクの声 （2017 年 5 月 17 日） 
 

前日、予想外に低下した NY 製造業景況指数の発表に続き、昨日も 4 月の米住宅

関連指標が市場予想を下回り、いよいよ米景気の先行きが怪しくなり始めている。

住宅着工件数や許可件数の発表から少し時間を置いて発表された 4 月の米鉱工

業生産が堅調だったことで一旦はドル売りにブレーキが掛ったようにも見えたが、トラ

ンプ米大統領のロシアへの機密情報提供の続報や、大統領側近辞任の噂などが

伝わり、対円でのドル売りは 113円割れまで進んだ。 

対ユーロでのドル売りも東京市場の夕方頃から活発化し始めていたが、ニューヨー

ク勢が参入する頃には昨年 11月初旬以来となる 1.10 ドル台後半までドル安が進ん

だ。 

FBI 長官の更迭に続き、同盟国から得た機密情報をロシアのラブロフ外相に漏えい

したのではとの疑惑も重なったとあって、トランプ政権の議会運営はますます難しく

なって来た。最近の米大統領の中で史上最低の支持率となっているトランプ大統領

だが、当選直後から言われてきた弾劾の可能性がいよいよ高まってきたことも考慮し

ながら相場に向き合う必要がありそうだ。 
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